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研究成果の概要（和文）：本研究では、懸垂分詞由来の表現が、新しく対人関係的機能を獲得していることを、
個別の表現のケーススタディを通じて明らかにした。具体的には、(1) Supposingに始まる従属節が脱従属化し
て主節的に使われる、(2)granted節からgrantedだけが単独語彙化して応答機能を発達させている、(3)speaking
 of節からspeaking of whichという語彙化現象が生まれ、談話機能的に意味を変化させていくこと、の３つの言
語現象について明らかにした。また共通して「対人関係的」変遷が見られること、それが現在分詞か過去分詞か
によって意味変化の道筋が異なること、を最終的なまとめとした。

研究成果の概要（英文）：This project has shown that dangling-participle-related expressions acquire 
new functions, i.e., interpersonal or discursive functions. Specifically, (1) A supposing-clause, 
which is originally used as a dangling subordinate clause, shows insubordination and can be used as 
a main clause with special intersubjective meaning; (2) A past participle _granted_, originated from
 dangling granted-clause, come to be used independently to show a responsive function in discourse; 
and (3) A new expression _speaking of which_ as a chunk emerges from another dangling clause 
beginning with _speaking of_, and come to serve again as a interpersonal or discursive function.
It has been also revealed that all the examples share some intersubjective function, while the 
semantic path varies depending on the form of dangling participles, i.e. whether it is present 
participles or past participles.     

研究分野：認知言語学　構文文法研究　
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は過去５年間にわたって懸垂分詞
構文についての研究（早瀬 2009, Hayase 
2011など）を進めてきた。懸垂分詞は分詞句
の主語と主節の主語とが一致していない「破
格」の構文だが、現実には頻繁に目にする表
現である（ e.g. Entering the hotel, the 
immediate lobby is fitted with walnut wall 
cabinets.）。「破格」でも繰り返し用いられる
動機について、申請者の研究では以下の傾向
を明らかにしてきた。 

(i)「観察者・発話者（＝分詞句の主語）の
移動の結果、主節の事態が知覚・観察さ
れる」という、非明示的だが構文が与え
るシナリオ的意味（＝「発見のシナリオ」
と命名）がある 

(ii)主節は観察者・発話者の知覚内容と捉え
直される必要がある 

(iii)懸垂分詞構文は、主節が現在時制であっ
たり分詞句表現が仮想的移動であった
り等の特徴から、バーチャルで概念的な
事態把握を表すための構文である 

(iv)懸垂分詞・主節の二つの事態は、字義通
りには互いに因果関係なく独立した存
在だが、メタ的な観察者・発話者の存在
およびその知覚行為を補うことで、初め
て Figure-Ground の原則に合致し、動
機づけられ関連づけられる  

 
２．研究の目的 
(1) 懸垂分詞節がそれぞれに独自の談話機能
を発達させている現状を事例研究的に明ら
かにする。 
談話機能化する分詞節は常に意味上の主語
が話者として解釈されるため、懸垂分詞構文
を元に発達したと考えられる。またこの談話
機能化は発話の場での使用である話し言葉
を中心として発生している。このように、事
態把握構文を元に対人関係的な機能が派生
してくる現状を、共時的・通時的になるべく
広範囲で明らかにする。 
(2) 懸垂分詞構文の有標性と懸垂分詞節の生
産性との関係についての説明を試みる。 
英語の懸垂分詞構文は、特定の条件の下では
その使用が動機づけられているものの、英語
全般としては依然として有標な事態把握で
あり、その分布も限定的である。それなのに、
なぜ懸垂分詞節の談話機能化・対人関係化現
象は英語において（他言語、少なくとも日本
語よりも）比較的進んだ形で見られるのか。
その理由・動機づけを明らかにする。 
(3)多言語における懸垂分詞構文および懸垂
分詞節の分布の比較を行う。 
懸垂分詞構文的に、２つの事態把握を主体的
に振り分ける表現形式がどの言語でどの程
度まで許されるのか、また、懸垂分詞節の意
味変化は他の言語ではどの程度見られるの
か、また(2)の理由の妥当性は類型論的に検証
できるのか、という点について、日本語やそ
れ以外の言語との対照研究を行う。 

３．研究の方法 
 コーパスデータを用いることで、該当する
表現の分布の偏りや通時的な変遷について
検討を重ねた。コーパスは COCA（Corpus of 
Contemporary American English ） や BNC
（British National Corpus）等を使い、計
量的および質的観点からの検討を行った。 
 
４．研究成果 
懸垂分詞由来の表現の意味変化について、以
下の 3つのケーススタディを行い、成果を上
げることができた。 
(1) 「Supposing 節の脱従属化現象」 
懸垂分詞節である supposing 節が if 節とお
なじように従属節単独で用いられる事例を
対象とし、一つの独立した意味を担うように
なる変遷のプロセスを示した。また
supposing 構文の補文への入力として、他人
の発話をそのまま受け入れるというメタ言
語的な性質のものが関わってくることを議
論した。 
(2) 「Granted節の意味の変遷およびgranted
の語彙化」 
Granted 節の主節化現象が時代を経る毎にみ
られること、また granted で結びつけられる
前後の文脈関係が、論理的な逆接関係から単
なる「異なる話題の方向性を持つ関係」へと
ゆるめられていくこと、それにより結果とし
てGrantedという表現単独で相手の発話を受
け入れるという応答機能が生じること、を明
らかにした。 
(3)「Speaking of which の語彙化現象」 
Speaking of で始まる懸垂分詞の使用条件を
明らかにし、そこから Speaking of which と
いうチャンクが成立するプロセスを考察し
た。Speaking of which は話題を転換する時
に用いられる表現で、話題が関連しているも
のから、全く関連性のないものへのシフトも
可能とする表現となっており、話題転換機能
が顕著に見られる。 
 
 このように、懸垂分詞由来の事例の意味変
化パターンを詳細に検討する中で、すべて話
題転換という談話上の使用へと意味を変化
させていることがわかった。 
 さらにはこれら全体をまとめる形で、「懸
垂分詞表現の意味変化がたどる道筋」には現
在分詞主導型と過去分詞主導型の２つがあ
ることを考察から導き出した。具体的には、
現在分詞由来のSpeaking of whichはTalking 
of which などと共に、会話冒頭において話題
をシフトさせる役割を発達させる。一方で、
過去分詞由来の Granted や Having said that
などは、一旦相手の言ったことを認めてそれ
に譲歩する形で自分の意見を述べる、という
機能から、相手の言う内容を一端は受け入れ
ておきながら全く違う方向へと話題を変化
させる、という機能へと、いずれも譲歩経由
で一律に変化を見せていることがわかった。
道筋は異なるものの、いずれも話題転換にま



つわるマーカーになっていくことは共通し
ており、このパターンについて、構文化とい
う考え方と絡めて説明できるという見通し
を示した。 
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